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(No.567) 第10話 ４０年前 

－高校生が40年後58歳になった時、タバコがなくなって... 

 皆さんが生まれたのは２０００年以降ですから、その昔、世間の至る所で

タバコの煙が漂っていた時代は知るはずがありませんよね。そこで、下の表

を見てください。今から４０年前の１９７８年には、どこの駅でもタバコを

吸いながら電車を待つ人が大勢いました。新幹線の中も禁煙なのは１両だけ

で車内は煙でモウモウとしていました。学校の職員室では先生の机に灰皿が

あり、日常的に煙が漂っている状態でした。さらには、病院の待合室にも灰

皿があり、喫煙しながら診察を待っていたと言うのですから、ビックリしま

すよね。 

(No.568) 第11話 売れない方が良い 

－コンビニでのタバコ販売方法も対策が必要かも... 

 左のような光景をよく目にしますよね。そうです、コンビニのレジ付近の

写真です。どこのコンビニでも、ほぼ同じように２００種類ちかくのタバコ

がズラッと陳列されているので、必ず支払いをする人の目にとまります。 

 こんなに多くの種類があるのかと感心させられるのと同時に、人々の健康

を損ねる商品をこんなに堂々と販売してもいいものなのか、とも思います。 

 しかし、左のグラフにあるように、タバコは商品群別売上高構成比率で２

５％前後を占めるほど売れる商品なのです。つまり、それだけ喫煙者がいる

と言う事です。 

(No.569) 第12話 たばこ税と健康 

－タバコ税での収入はほぼ医療費で消えていく... 

 タバコには、たばこ税が含まれている事は知っていますよね。左側のグラ

フがその税収額を示しているのですが毎年２兆円を超えています。これは国

税全体の約２％を占めるので、国家財政に貢献しています。 

 ところが、タバコを買うたびに納税している喫煙者は、買った分だけ有害

なタバコを吸い続けます。すると、どうなるでしょうか。タバコのせいで病

気になる人が多くなり、病院で治療してもらうケースも増え続けます。つま

り、右側のグラフにあるようにタバコが原因の医療費が１兆６９００億円も

かかってしまうのです。さらに、タバコによる火災や症状が重くなった人の

介護費用などもあわせると、タバコによる損失額は２兆円を超えてしまいま

す。約２％を占めるので、国家財政に貢献しています。 

(No.570) 第13話 たばこ事業法と健康増進 

－国全体がタバコ依存から脱却できるよう若者に... 

 タバコは人々の健康を害し寿命をも短くします。しかし、一旦ニコチン依

存症になってしまうと「百害あって一利なし」と分かっていても、タバコを

吸い続けている人は大勢います。つまりタバコを買い続け、たばこ税を払い

続ける人が大勢いるのです。国家財政にとって、この税金は無視できない存

在である事はすでに紹介しましたね。 

 じつは、日本にはこの事を推進するための「たばこ事業法」という法律が

ある事を知っていますか。その目的を記した条文は下記のとおりです。 

URL:http://www.jascs.jp/truth_of_tabacco/truth_of_tabacco_index.html 
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